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今
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
一
年

を
振
り
返
り
ま
す
と
何
と
も
早
く
感
じ
ま
す
。皆

様
の
温
か
い
励
ま
し
を
い
た
だ
き
な
が
ら
の一
年
で
あ

る
こ
と
に
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、去
る
九
月
二
十
八
日
に
は
、長
年
の
懸
案
で

あ
り
ま
し
た
福
井
駅
西
口
中
央
地
区
の
再
開
発
ビ

ル
と
屋
根
付
き
広
場
の
起
工
式
が
と
り
行
わ
れ
、ま

た
十
月
五
日
に
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ【
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
】と『
宇
宙
教
育
及
び
普
及
啓
発
活
動
に
関
す

る
協
定
』を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、平
成
二
十
七
年
春
の
北
陸
新
幹
線
金
沢
開

業
を
目
前
に
し
、さ
ら
に
そ
の
先
の
福
井
駅
開
業
を

見
据
え
て
、県
都
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い「
ふ
く
い

の
顔
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、そ
の
核
と

な
る
事
業
と
し
て
、中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
と
自
然

科
学
教
育
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、平
成
二
十
八
年

春
に
竣
工
予
定
の
福
井
駅
西
口
再
開
発
ビ
ル
内
に
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
整
備
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。科

学
教
育
は
、本
市
の
み
な
ら
ず
我
が
国
の
産
業
を
支

え
る
人
材
の
育
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の

で
あ
り
、教
育
に
重
点
を
お
い
た
本
市
独
自
の
施
策

を
展
開
し
、全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
教
育
を
さ
ら
に
伸

ば
し
な
が
ら
、子
供
た
ち
の
夢
を
育
て
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。今
後
は
こ
れ
ら
の
施
設
が
十
分
に

機
能
す
る
よ
う
魂
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、十
月
八
日
か
ら
三
泊
五
日
に
て
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
の
友
好
都
市
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
市
を
初

め
て
訪
問
し
ま
し
た
。市
長
表
敬
訪
問
後
、日
下
部

太
郎
の
墓
参
り
を
さ
せ
て
頂
き
、単
身
渡
米
し
勉
学

に
励
ん
だ
当
時
を
偲
び
ま
し
た
。そ
し
て
我
々
も
一
生

懸
命
に
郷
土
を
盛
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
意
を

新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク

市
か
ら
も
来
年
、交
流
大
使
を
招
へ
い
す
る
こ
と
で

協
定
を
結
び
、福
井
の
子
ど
も
た
ち
の
英
語
力
と
国

際
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、課
題
に
向
き
合
い
、対
応
策
を
講
じ
て

参
り
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
助
言
の
ほ
ど
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化・異
常
気
象・天
候
不
順
、

最
近
の
天
気
予
報
を
見
る
た
び
に
聞
き

慣
れ
た
言
葉
ば
か
り
で
す
。今
年
の
夏
も
、

狭
い
日
本
の
あ
ち
こ
ち
で
竜
巻
に
襲
わ
れ

た
り
度
重
な
る
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
り

と
大
変
な
夏
で
し
た
。福
井
県
で
も
嶺

南
地
方
で
水
害
が
あ
り
、観
光
シ
ー
ズ
ン

に
向
け
大
き
な
打
撃
だ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。早
急
の
回
復
を
祈
り
ま
す
。

　

さ
て
、後
援
会
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。日
頃
は
後
援
会
活
動
に
深
い
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

年
末
の
慌
た
だ
し
い
選
挙
戦
か
ら
早

や
二
年
、一
期
目
か
ら
六
年
を
経
過
し
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。「
家
族
が『
笑
顔
』

で
暮
ら
せ
る
ふ
く
い
を
創
り
ま
す
」と
い

う
東
村
市
長
の
初
回
の
立
候
補
の
際
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
共
鳴
し
、後
援
会
の
お
世

話
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
を
決
心
致
し
ま

し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。そ
の
後
六

年
が
経
過
し
、東
村
市
長
は
着
実
に
目

標
に
向
か
っ
て
日
夜
東
奔
西
走
、激
務
を

消
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。各
地
区
後
援

会
・
女
性
部
会
・
各
種
団
体
諸
兄
と
共
に

『
力
』を
結
集
し
、一
丸
と
な
っ
て
骨
身
を

惜
し
ま
ず
全
面
的
に
応
援
を
い
と
わ
な

い
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。な
に
と
ぞ
今
ま

で
同
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、誌
上
を
お
借
り
し
て
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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　私は、この10月８日から10月12日にかけて、姉妹都市提携30周年を迎えた米
国ニューブランズウイック市を、市議会代表団とともに訪問しました。この訪問は
はじめ昨年に予定されていましたが、米国東海岸を襲った大型ハリケーンの影
響で延期になっていたものです。
　同市滞在中は、ジェ－ムズ・ケーヒル市長や姉妹都市委員会の皆さんと会見、
歴史と友情に満ちた両市の友好関係のきずなを未来に引き継いでいくことを確
認しました。また、地元小学校やラトガーズ大学などを訪問し、多くの市民、青少
年と交流することができました。
　さらに、今回の訪問の大きな成果の一つに、「福井国際文化交流大使（ＦＣ
Ａ）」についての合意があります。これによって、ニューブランズウイック市の若者を
大使として招へい、小学校や保育園での活動を通じて、本市の国際化と国際
社会に通用する若い世代の人材育成を充実させることができます。
　日下部太郎とウィリアム・Ｅ・グリフィスの友情を縁に始まった両市の姉妹都市

交流ですが、私は、教
育や文化などでの交
流を大切にしながら、こ
れからも世界に羽ばた
く、たくましい福井市の
創造に取り組んでいま
いります。

リビングストン　
小学校訪問▶

◀
姉
妹
友
好
都
市
盟
約
確
認
書
調
印

姉妹都市訪問10月

友好のきずな新たに友好のきずな新たに

ニュージャージー州
ニューブランズウィック市



あ
トーク

市
政
報
告

目

じ さ い

自己肯定感の低い子どもたちが
とても多いと思う。子どもに興
味を持ってくれる大人が増える
ことが子どもの成長にとてもい
いと考えています。

こどもたちにとっては、経験を
たくさん積む環境を作ることが
大切だと思います。また、親と
子がしっかり向き合えるように
地域ではＮＰＯが手助けし、官
としては学校教育と連携して活
動を支援することが重要になっ
てくると思います。

参加者
の声

市長
の感想

■H24年12月6日
特定非営利活動法人
福井県子どもＮＰＯセンター

私たちの街を良くするために
市長と話しませんか？
ご要望があれば、どこにでも
出かけて行きます。

市長と語
ろう

■H24年11月10日
東大寺サミット 2012 in 福井

■H25年9月28日
西口再開発事業新築工事起工式

■H24年12月05日
市長サンタ訪問（麻生津保育園）

■
H
25
年
1
月
12
日

消
防
出
初
式

■H25年1月12日
福井市成人式乾杯

■
H
25
年
1
月
15
日

く
ま
も
ん
表
敬
訪
問

■H25年8月8日
国土交通省要望活動

■H25年3月16日
中藤小竣工式テープカット

■H25年3月21日
先進的取組み企業訪問

■
H
25
年
4
月
1
日

春
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

■
H
25
年
4
月
1
3
日

越
前
時
代
行
列

■H25年4月12日
水原市訪問団表敬

■H25年10月5日
JAXAとの宇宙教育等に関する協定締結式

■H25年6月23日
総合防災訓練視察
　　 （上文殊地区）

■H25年8月12日
国体福井市準備委員会設立総会

■H25年7月29日
まちづくりセンター
「ふく＋」開所式

■H25年8月2日
第60回福井フェニックスまつり　花火

■H25年8月3日
第60回福井ﾌｪﾆｯｸｽまつり 
民踊・YOSAKOIイッチョライ

■
H
25
年
8
月
4
日

第
60
回
福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ま
つ
り 

100
万
人
の
た
め
の
マ
ー
チ
ン
グ

■H25年8月10日
宮ノ下公民館竣工式テープカット

■H24年12月27日
越前水仙を常陸宮家へ献上

■H25年9月2日
100歳慶祝訪問

■H25年9月21日
鯖江駐屯地50周年記念
福井市中パレード

首都圏に向けての特産品のＰＲ
が不足しているように思います。
ＪＲ福井駅西口再開発ビルで特
産品の販売ができるような店舗
の計画はあるのでしょうか。

西口再開発ビルに観光関連施設
を設け、福井市の観光物産を紹
介する場所を考えています。ま
た、新幹線が停車する駅になる
ので他市町と連携して、各地域
の特産品を紹介できないかとい
うことも考えています。

参加者
の声

市長
の感想

■H25年7月20日
米工房 ほ・た・る

■H25年8月9日
長野市集客プロモーション
パートナー都市協定

■H24年11月12日
ニューブランズウィック市
訪問団表敬
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